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聴覚能力が，出生産後よりかなりな速度で発達1.-.そ

れが言語獲得に重要な役割を果たす事が明らかになって

来た。これは，聴覚能力。損失を，出来るだけ早期に発

見する必要性がある事を認めるものである。本研究は，

己申目的の為に，新生児を対象とし日本総合愛育研究所

紀要第14集(1978年).日本総合愛育研究所紀要第17集(19

81年〉の文献研究に基づき実験した，結果の一部である。

E 研究方法

1. 被験児

東京都内のA病院に昭和56年11月から昭和57'年 5月ま

でに出生した，男児 110名，女児90名総計 200名の新生

児であり，そD内日i論。大きい11名(未熟児，口蓋裂

児，高ピ!.l1レピγ値児，帝王切開児〉を除き，他は健常

児である。なお，児の日齢は，図 1の示す通りで，平均

5日で..1-9固までが大部分を占める。

図1 被験児の日齢

{総合母子保飽センター愛育病院新生児科)

と70d.B.0)2つの音庄のちがう純音である。

図2 ネオメーター

(2)実験場所 :.A病院。新生児室りとなり陪ある騒音50ホ

-:/U下り静かな一室である。

恒)突験手続き:新生児。状態。よい午後1時-2時の間

の時間をえらび，医師である実験者の一人が，被験児

を裸に1.-.首の所を右手で，幹部の所を左手でささえ，

被験児が. VTRO)カメラに全身がとら五られる，ま

た児の励きが拘束されない状態におかれる。そして、

実験者の一人が，被験児。背後からなるべく実験しや

すい状態をみはからって，最初右耳から，約5-10セ

γチメートルり距離で3-5秒間，刺激音を呈示する。

刺激音の呈示順序は.Aグループ(男児51名，女児49

名，平均目i論5日〉町岩には.70d..B;から90d.B. 
20，'， . 40 ω ω 1仰の 123A剖 ににIミグループ(男児59名，女児41名ム平均日齢5日〉
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のJ昔には90d.B.から70d..B.の順序に呈示する。右

耳の突験が串寄ったら，次に左耳、乙p 右耳と閉じ条件で

刺激を呈示する。以上のようにa 右と左四両耳を別H固
にして刺激を呈示したりであるが玖片方り耳に刺慨を

与え吾時，一方自耳を完全にしゃ断したりではな弓自

ω ω 剛 山 然の状態に縫いたので，この耳にも刺激が頭越し弘場

入って来るはずである。そこで，どの程度目刺激がは、

2 実験方法 十 いっτくるか，新生児の旗を中心に.刺激音とは反対

ω聴刺激:図1のネオメータによるωωHzで90d.B， 。位置に騒音計をおき音庄をかえて，調べ"J'みたとこ、
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ろ， 90d. B田町時が， 74d. B.また70d.B.0時が57

d.B.程度であった。なお，刺激呈示回数は， 1回自

の呈示で反応有pと観察者全員に大体認められた場

合 1回のみとし 1回目白呈示で反応無1.-'，または

反応が疑わしいと認められた場合は， 2回自主呈示す

る。もし2回目でも反応が認められない場合ばJ反応日

なしょ判断され号。以上の実験の様子は図 3に示す。

国3

新生児期の聴刺激に対する反応の生起率は Bench

(1970， 1971)や， 1{encher (1972)ちが指摘してい

るように，児。状態に非常に影響されやすい。そこで'

児の状態をPowns，M.P.ら (1974)を参考にして表

1で示すように，観察を適じて4つの段階に区分し

た。次に反応であるが，こり表1に示すように，反応

。有無とい5一本だけでなく，それが，新生児期によく

み6れる 5づの反射反応Dどれかに分類l，;，.また，刺

激呈示後，少し時聞を経で反応する反射反応以外の反

L 応 Cとの中にば初期傾聴反a.ゐ含まれる〉を16の種類

3 にわけ，た。また，どの部位に反応があったか，身体を

13に区分VC整理してみた。以上むような評定の視点

F から，各条件におけるN.J応を3名の観察者によって，

実験時点で評定し，またそり後， VTRにおさめられ

匂た映像を再度みで"確認Lあった。ただこの段階で意

三官が一致しない場骨.-_.3分の2以上。判断を優先さ

せ， .またVTRの映像よりも実験時点の判断を優先さ

《せた。そし::(.，結果。整理由段階では， 1条件で最低

，'1試行ト多くJ宅 2試行。中で，反応、有りと先に評定さ

(れども，0.φ反応挙J反応の種類，部位を資料として採

りあげJ後で反応有り'とたがれた試行分は除いた。ま

ずた2試行中，.反応無じが l試行あった場合， ζの試行

分も除かれた。三2、試行で双方とも皮応無じり場合，反

、応無1.-1'回忌数土られた。以上田ようにLた結果，資

，_-_料の整理由段階セは，-'"l~.人り被験児の反応数は 4 固と

日吉事訴01.止る)~'::!乙

(5)喜子定D一致度¥‘ヘ ，.'ー 、、 J

I突験時点で03名の一致度を，、反応。有無よ児了申状

態，反射反応，反応部位につふで求めたところ，表2の

表 1 反応の評定法

状態

浅いねむり

覚醒しているが静かに
している

三泣いてC¥;5

反射以外由 、
← 〈初期傾聴反応〉

目を聞く

目を閉じる

まばたきをする

臨孔が動く

まゆげが動く

首を動かす

首を音源白方へ動かす

首を音源、とは反対の方
へ動かす

泣き出す

動いている

司、亙盛盤隼( )は含む

目〈まぶた，瞳孔，ま
ゆげ〉

顔。全体

頭〈首〉

口〈舌〉

腕〈肩〉

右手

左手

指

胸

脚

〈右足

、一左足

A 身体全体、 ~ 

¥亙盤底
瞬目反射

覚醒反射

モロー反射

PJ'吸反射

吸う反射

しかめる

腕や手が動く

脚や足が動丈

ロを動かす

舌を出す

自身体全体が動ぐ

動きが停止する
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表 2 評定の一致度

戸千三1:名

致 、 度

、 I 、 ~3ì~名ー

w
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-

印
市
町
田
ゐ
盟

反応の有無

、児の状態

反射反応、

反応部位

比三 、9'1.:4%
100.0 

61.1 

41. 3 

ようになり， N.J応の有無と児の状態については高い一致

度をみた。なお，すでに述べたよる~jI?，:.，判断は3分の呂

以上を優先させたので， 3分の20ι致度をもっで判餌

されたと考えてよい。

直結果

l 反応率

(1)児り状態と d.B.別反応プロフィール

全被験児 200名の状態と d.B.l問。反応率を求めたと

ころ，衰3，図 4のようになり，児。状態別では，覚醒

じているが静かにじ士いる状態がー番高JF次に浅いね

~'1l4ー
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むりの状態，そして動いている状態，最後が泣いている

状態であり ，x'検定の結果" ~-%水準。有意差が出，児

の状態によって反応の出現が左右される事がわかった。

次にd.B差では，全体で90d..B.が88.5%0)反応率，

図4 状態・ d.B別反応プロフィール

70d. B.が82，5%の反応率で，やはり90，d.B.O)方が

計検定申結果， 2.5%水準で有意に商い反応率を示L

た。ま t~90d. B.， 70d. B，双方の平均反応率は85%で
あった。

以上は，全被験児。結果であるが，被験児D中には，

日i鈴の大きp、11名。新生児期問題を呈ずる児が含まれて

γγ，宍 S~.5 いる。そこで，そり問題を呈する児の90d.B.，70d. B 

，~ 

也ねt、p 

。

・ l

74.5〆 /M25双方。平均町、率を求めたととふ 90.9仇問題担

Z7L/' する児を除く健常児り85%より高く，問題を呈する児の

-;，，/10.5 存在が全体の反応率を，低下させる事はなかった。
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(2)児の状態別，左右琴別:'d.平別反応率

左右耳鍾につい-e;反応率をみたが，表3のようにわ

ずかに第一試行自由右耳の反応が，第2g走行自由左耳よ

り反応率は高いが，有意ti:.差は見出ぜなかった。 ι

。)児めな態ZJj，男女児Z'i;こ d.B.別反応生起数ι

男女児差について，反応&起数をみたが，図 5りよう

に，個々 には:!?f，かに遥いはあ'"が，全体としては，男

女に反応生起援は克出せなかった。

臼)実験条件差と皮応、数

刺激音の呈:示順序のもがし、たよる， A!I"ループ，.B!/ 

Jレーずの反応数を調ベてみた。その結果!'.衰 4が示す?よ

!ャてE計L1¥3000'肱 'd 鈎 d.B. ，~000 tlz， I ，70 d，l>. 1 
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、表4 実験条件差と反応、数
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院主と=
90 d:B. .一一一 70d.B. 

主主三点:;ふし→反応有り|跡無L間有日ド応無し
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目付よ払耐孔、まり<r' 努

政{首)

顔司会体

日(古)

腕倒)

右一 手

左 手 _. 
指ー一一

匝翻胸

一脚日
右 足

左 足

身体全体

うに，有意差を認める程。差はなかったが，反主E率。高

い方から順位をつけJていくと，男児が， 1位が， 1回目

呈示。90d.B.音， 2位が， 2回目呈示の90d.B.音，

3位が， 1回固呈示の70a:B音， 4位が2回目呈示り

70d. B.音となり，音が強い程，また呈示順が雫い程，

反応、率が商いという結果を得記。一方，女児fj;， 1位

が， 1回目呈示。90d.B.音と;~2回目呈示。70d. B. 

音で， 3位が.'.2回目:呈示の'90d.B:音， 4位が， 1回

目塁示の70d.B音となった。こり結呆も，男児では4

位になっている2回目呈示。70d.B.音が， 1位になっ

ている事だけ舌除いて，男児の傾向と一致している。

2. 反応部位J

前述した13<D部位にどのように，どのような反応があ

らわれるかを検討した結果は，以下に示す還りである。

(1)性差と反応部位

図日にみられるように，まず，全体的にみて，目〈ま J

ぷた正随託，まゆげ〉にあらわれた反応の頻度がきわだ

bて商<~次に，、右足，、左足にあらわれた反応の頻度が
商い。以下，反応の頻度は，右手，左手，頭〈首)，目

玉音)，顔の全体3 身体全体。順位となっている。男女児

ふ図れ Fi.応部位 (4，試行X200=800試行〉

50 100 

差をみると，有意差はないが，目。部位にあらわれた反

応において，男児の頻度がもっとも高くなっており，つ

いで，身体全体，右足，左足，口〈舌)，頭〈首)，顔町会

体にあらわれた反応の頻度が女児よ P高くなっている。

女児りほうは，手，とくに右手と，胸部にあらわれた反

応白頻度が男児Dそれよりわずかに高くなっているだけ

である。

(2)左右耳差と反応部位

、右耳に刺激音を呈示する場合と，左耳に呈示する場合

とでは，反応部位にちがいがみ巨れるかどうかを調ベる

ために，右耳総数 762，左耳総数 658について検討した

ところ，悶 7にみられるように，有意差はないが，まず，

反応の頻度では，右耳に刺激音を呈示した場合のほう

が，右足，左手，右手，左足，身体全体，口〈舌)，顔の

全体D順位で，左専に刺激音を呈示した場合より高くな

っており，とくに，足，手。部位における頻度のちがい

がみられる。また，頻度率をみても，それぞれにすこし

づっ商(;あらわれている。なお，左耳に刺激音を塁示し

た場合は，とくに，目(書ぷた，瞳孔，まゆげ〉にあら

われた頻度率が，右耳に刻印散音を曇示した場合よりかな

250 .35。 じ
制300 

面 100 150 200 お0.---3噌0- 350 
E二二二コ州開=110)置図画廻抑制哨機凶悪翠叫 (N=醐
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なやので，こむ結果は，まず右耳，次に左耳と刺激音白

星示順序と左右耳白ちがし惜‘らむ，反応部位。ちがいを

示すも申であり，左右耳皇室と反応部位の関係について調

べるには，今後，さらに，最初に左耳から刺激音を提示

L-c次に右耳に移った場合，、反応部位にどんなもがいが

みられるかもあわせて検討する必要があるだろう。

(3)d. B.差と反応部位一

90d. B:の強きで刺激音を呈示する場合と， 70d. B. 

D強きで呈示する場合とでは，反応部位にちがいがみら

れる:iI~どうかについセも検討を試みた。 90d:;'B. で刺激

音を呈示した総数 788，70d. B.で呈示した総数 632に

つU、て検討した結果は，図 8にみられるように，有意差

はないが， 90d; B.で刺激音を提示した場合。ほうが，

ほとんどの部位で，反応の頻度が高く， 70d.B.<1)場合

と白頻度りもがいは，高い方がら述べると，頭(首)，右

足，左足，右手，左手，ー固くまぶた，瞳孔，まゆげ')，身

体全体，顔の全体の順位となっている。しかし，荷者の

頻度率をみると， 70d. B.で提示した場合， 目〈まぶ

た，瞳孔，まゆげ')，口(舌)，胸，顔り全体。部位め順位

で， 90.d. Bで呈示Lた場合より，、頻度率が高い。

3 反応について 一、
A 反射反応

(1)状態， d'. B 左右耳，性と反射反応

被験児の状態{音庄，左右耳，性と反射反応の関係に

ついて検討したところ，表5に示すような結果が得られ

た。全体的にみで，もっJ とも馨しい点は，男女児とも

に， ， r覚躍してし、るが静かにしているJ状態Dときに，

3000 Hi， 90d目 B り音庄で右耳に刺激音?を呈示された

場合でふ左耳に呈示された場合でも，また， 70d. Bー

の音庄で，右耳に刺激ぎを皇示さ九た場合もふ左耳に

呈示された場合でも，瞬目反射b反応部も〈己主も多〈あ

らわれていることである。しか，L，男女児差をみると，

男児は r浅いねむり」の状態と「動いている状態」む

ときにJ女児町場合よりも多く瞬目反射を示しており‘

女児は，"f'党醒Lて肝右が静かにしているJ状態のとき

に，男児よりも多く瞬目反射を示しでいる。このちがい

について，とく1;¥~君原白{芳P中心り j <1)状態のとき

に瞬目反射が多しこことと，女}'I.ρ「覚醒しているが静か

にしている」状態Dどきに.;'1瞬目反射が多いこととの差

について x'-検定を行ったところ;':-1%水軍事で有意の

差がみられた。なお"総じて，瞬目反射は男児のほうに

多くあらわれており，呼吸反射は，男児よ Pも女児。ほ

うに奇くあらわれ、ているh

(2).反射反応。種類別割合

本実験では，褒5でもわかるように，新生児によくみ

図2 反射反応の割合

ロー反射

られる 5種類の反射反応のうち r吸う」反射反応怯，

l例も観察されず，主として，瞬目反射，覚醒反射，モ

ロー反射，時F吸反針。 4種類がとらえられた。こ<1)4種

類。反射反応。割合分布は，図 9でわかるように，瞬目

反射が圧倒的に多数の割合を占め，次にpl'吸反射が多

く，覚醒反射とそロー反射は，ご〈わずかな割合となっ

ている。

B.反射反1応以外〈初期傾聴〉白反応

(1)性差と反応 一

反射反応以外に被験児にあらわれた反応をまとめる

と，図10に示すような様相がみられる。まず，全体的に

みて，脚，足の動きの頻度がもっとも蒔く，ついで，腕，

手心筋き，まばたき，口を動かす動作。頻度の高hとと

が目立つ。男女差をみると，有意義はないが，男児D場

合は，脚，足を動かす，まばたきをする，ロを動かす，

f図10 性差と反対反応以外〈初期傾聴〉の反応

ロを関{

」
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図11 左右耳と反射反応以外(初期傾聴〉の反応

5<) 

E二二コ同 J

陸霊翠翠政 M

100 

、

150.. 200 . Z50 

150 200 250 -

首を音源のほうへ動かす，身体全体を動かす，動きの停

止。順位で，女児よりも，反応の頻度が高い。女児の場

合は，腕，手を動かす動作は，ほぼ男児と同じぐらい白

頻度となっているが，瞳孔を動かす，目を関心苦を出

す動作が，男児より少し多h。

(司左右耳差と反応

周11でみられるように，有意差はないが，右耳に刺激

音を呈示Lた場合のほうが，左耳に呈示じた場合よりも，

脚，足を動かす動作自綴度がもっとも高く，ついで，

腕，手を動かす動作が多くあらわれている。首を音源と

反対の方向へ動かす，舌を出す，ロを動かす3 援をLか

める，首を動かすという反応も，右耳に刺激音を塁示じ

た場合のほうが，頻度高くあらわれている。左耳に刺激

音を呈示した場合は，首を音源りほうヘ向ける動作が"

右耳に提示した場合よりも多くあらわれていることがと

くに目立ヲ以外は，まばたきをす"，まゆげを動かす動

作り頻度が少し高いだけで，たいした差はみられない。

この結果は，最初に右耳から刺激音を呈示する手続きだ

けをとったことが影響しているむだろうか。との点につ

いても，もっと研究を重ねる必要対あろう。

(3)d. B:差と反応

90d. Bの音庄T刺激音を呈示する場合と， '70d. B. 

図12，d. B と反対反応以外(初期傾聴)の反応

白を悶〈

5<) 

5<) 

仁三二コ90d.B.

盤彊軍国初時

!GO 15吻 200 ，5<) 

100 150 200 2刻。

で提示する場合とでは，反応にどのようなちがいかみら

れるだろうか。図12によれば，有意差はないが， 90d. 

B で刺激音を呈示した場合。ほうが，脚，足を動かす

という反応由頻度が顕著に高し続いて，首を音源のほ

うへ動かす，腕，手を動かす，旬を動かす，目白を開く， ， 

舌を出す;身体全体を動かす，まばたきをする，泣き出

す，顔をしかめ，!>，動きの停止，首を音源と反対の方向

r-:.動かすでとし?う順位で， 70d.，B.で刺激音を塁宏じだ

場合よりι，反応りあらわれる頻度が高い。 .70d.B.で

刺激音を提示した場合は，とくに，目を閉じる，首を動

かす，瞳孔が動くという初期傾聴反応が， 90d. Bで提

示した場合よりわずかに多〈あらわれている。

，N 反射反応と初期傾聴反応の出現率と発達

L日本総合愛育研究所紀要第17集(1981年〉において，

Wati叫 s，:'B.S;らめ研究より，反応のしかたから，聴

覚行動の発達をみる方法を，呈示しているσすなわち，

発達初期は， ， (瞬目反射，モロー反射など〉の反射反応

が多しこれが年長になるにつれて〔目を見開く、、極主L

が動く，まゆげが動く，頭が動しなど〕申初期傾聴反

応カ:41-くなるというもりである。そじて，WátI:olis~ B:S;， 
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らは，表Bのように3カ月から12カ月にかけτ，聴覚行

動を調ーきた結果を報告し丈いるが，これを今度目新生児

の突験結果と比較する事により，反応型。発達をみる事

にした。 Watr叫 s，B. S.らの研究と本実験は，被験者

。数・実験。手続き，反応評定法にちがいはあるが，本

!実験。新生児期と， Watrous， B. S. '" <03カ月以後期

。反応型に，，2検定1%水準有:窓D差がみられた。す

なわち，発達に従って，反射反応が減少し，初期領軍事反

応が増大するのが，はっきり証明されたりである。

表8 反射反応と初期傾聴反応

I_w~崎 B.S らの結果 |本研究

日 月 齢ド-5カ月ド~肋月!日川15日

被験者 数| 3 I 

試行回 数| 4212521 

|反射反応数 1 0 1 .. 5 1 
反

% 1 0 1 4.9_1 

;翼ザ襲I30 I曲|

1-1 % I 1ω1 95.1.1 

pく0.01

V 考 察

まず反応率から考えていくことにする。図4で明らか

なように，児り状態別でちがいはあるが， 90d. B で

88.5%， 70 d.:Bで82.5%と商い反応、率を示している。

こり反応率を，新生児1852，名を対象に聴覚検牽をした，

今井"'<0研究と比較してみたσただし，今井らは，実験手

続きとして音圧は90d:B'.しか使わず，周波数を本実験

1:同じ3KHと，もう 1つlKHを使って3試行してい

る。モして，評定の方も，.3人の観察審が3人共反応有

りと判断じたものが2回あった場合を，反応、有りとして

おり，本実験より評定基準が少し厳しいが，実験場面時

の""-<0評定で，本実験むように， VTRを使い，再度反

応を確認Lていなし、。このように，、手続きや，評定法の

ちがいはあるが，今井らめ実験では， 90d. B音圧に対

して"96.7J首唱反応率を示じてし、て，本実験の繕果。方

が，反応率が低い。しかも今井らり対象児Q)52.2%が，

本突験で比較的反応率白低い，ねむっている状態である

事を考慮に入れれば，今回<o90.d..B..で恒通過率88.5%-

という結果ば，決じて商ぐなふ VTRなどを用い，刺

激以前白状態をチzッタじて，反応。有無を決定オるな

どかなり厳じい評定のあらわれだと考えられる)以上が

今井ちとの比較だが，遠藤の研究では90d.B.で反応率

が約20%であ否定左報告されている。これは試行回数が

非常に多い為の結果で，本実験の結果の妥当性を議論す

るもりではない。次に，児白状態と反応率の関係をみて

みると，本実験では，覚醒しているが，静がにしている

状態が一番高し次に，浅いねむりり状態となっていて，

各状態による反応率は1%:水準をもって有意差を示して

いる。こり結果は，前述したBench，Mencherら<0，

反応率は児白状態によって異なるという報告と一致して

いるが. Mencherち白報告によると，浅いねむり由時

の方が，覚醒していて，静かな時よりも，反応率は高い

としていて，本実験の結果と異っている。これは本実験

り手続きが，覚醒時。反応をつかみやすかった事， ま

た，浅いねなり状態。中に，深いねむり状態が少し含ま

れていたかも知れない事などに帰国するように思われ

る。次に，寸.B.差と反応率。関晦をみると， 90d. B. 

D音庄の反応率が， 70d. B の反応率より 2.5%<0水準

で有意に高い。こり結果から，新生児期においても，高

い管圧に反応しやすい傾向があるということが言える。

この事は， Benchらが 3000Hzで， 55d.B.， 75d 

B.，95d.Bーの3種の音圧を使った実験でも証明されて

いる。

次に実験条件差と反応、率の関係をみていくと，有意差

はみられないが，男児では90d..B.と音庄が高く，宮た

刺激呈示順序が早いほど，反応率がいくらか高くなって

いて，その逆に， 70d...Bーと音圧が低く，刺激呈示順序

が遅いほど，反応率がいくらか低い。こり結果から，男

児では刺激曇示が遅くて，心理的飽和状態になった時，

反応をかん起する刺激が弱いと，反応しにくい傾向や

habituation等がいくらかでもあるようである。また，

男女差，左右耳差については，反応率との聞に何ら関係

を庖出せず，反応率とは関係のない事がわかった。

次に反応部位を考えてみる。図6でわかるように，全

体的にみて、自にあらわれた反1応が一番多ぐ，次に左・

右足，左・右手，頭，目。順序になっている。こD結果

に対Lて，反応部伎を取り出Lて報告したものが他に且

当らない。ただ前述した今井らわ研究。中に，図13で示

すような反応の様相が報告されている。それによると，

聞が部位であるまばたき反応が Z番多七次に足や手が

部位である手足を動かす，-.3番目にロが部位であるロを

動かす， 7番目に頭が部位である顔を向けるなどの反応

主なっており， 3番以後少し順序除ちがうが，ほとんど

本実験D結果と一致している。こり事から新生児<0反1応

部位は，本実験で出された結果とほとんど似た形で出現

するという事が考えられる。なお男女差，左右耳差，
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ば，やはり，手足を動かすが一番頻度が高く，次にロの

動色顔。動き，自の動きとなり，非常に似かよった結

果を昼している。この事から，新生児期。反射反応以外

〈初期傾聴〉の反応は，本実験白結果の様相を呈すると

いう事が出来る。なお，男女虫色左右耳差， d. B.差と

反射反応以外〈初期傾聴〉の反応について，何ら関係が

ない事がわかった。

最後に，反射反応と初期傾聴反応白出現率を発達の商

からとらえtみようと，本実験と Watr阻S， B. S.らの

結果を比較し，発達に従ってよ反射反応が減少し，初期

傾聴反応が増大する事を証明した。ただこり比較におい

て， Wa廿OL1S，B. .S~ らり包 -5 カ月時り被験者数が本

検査に比べて，少ない事もあるので，との点について

は，今後。研究で明らかにしでいきたい。

百まとめ

聴覚聴力の損失を，出来るだけ早期に発見する為，新

生児(平均5日〉男児 110名，女児90名を対象として，

ネオメーター〈周波数:3000Hz，音庄:70d.B と 90d

B.) を聴刺激として用い， VTRなどを用いて行動観

察L-，新生児の聴性行動をみた。その結果以下町事がわ

かった。

1 反応率では， 90d. Bで88.5%， 70d. B.で82.5% 

と高い率を示す。

2. 90d. B.の反応率が， 70d目 E の反応率より有意に

高い。

3. 児の状態別反応率では，覚醒しているが静かにして

いる状態が一番高く，次に浅いねむりの状態，三番目

が，動いている状態，最後に泣いている状態で，これ

ら状態間と反応率に有意差がみられる。

4. 突験条件差は，男児において，音庄の低い刺激が，

遅い順序で呈示されると反射率が悪くなりやすい。

5. 反応部位は， 自の部位が一番多く，足，手，頭，

口，の順序であらわれる。

6 反射反応は，瞬目反射が，生起の割合田大部分をし

め，次にIIJ'吸反射，覚醒反射，モロー反射の頗にみら

れる。

7. 反射反応以外〈初期傾聴〉白反1応は，脚・足り動き

が一番多く，次に腕・手の動き，自由動き，口の動き

り順で生起する。

8. 発達に従って，反射反応が減少し，初期傾聴反応が

増大する。

なお本研究に当って，織田芳子さん〈青山学院大学院

生〉に本検査も含め御協力願ったので，そ由事を最後に

付しておきたい。
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d目 B 主患による反応部位りちカ弘、は出ていず，左右耳差

は実験手続き上自問題は残しつつも，これらと，反応部

位には何ら関係がないという事がわかった。次に反射反

応を考えてみる。表5，図9からでもわかるように，瞬

自民射が大部分をしめ，次に呼吸反射，覚醒反射，モロ

ー反射D順になり，吸う反射は一例も観察されなかった。

この結果も，反射反応だけを取り出して報告したものが

他に邑当らないりで，なかなか比較しにくいが，遠藤町

報告だと，瞬固反射D次に吸う反射が生起している。た

だ四肢を動かすなどり反応の中に，モロー反射が含まれ

ている可能性があり何とも言えない。また，田中らり母

親由記録からみた反射反応では，瞬目反射，覚醒反射，

モロー反射などが，新生児期に生起すると報告してい

る。以上白惑から，本実験の結果は，出現頻度の割合は

，li.方によ勺てかなりかわるかも知れないが，新生児期

に，こり種の反射反応、が生起する事を，明らかにしえた

事になる。なお，男児の「浅いねむりJrJ)状態の時，瞬

目反射D多いこと，一方，女児の「覚醸しているが静か

にしているJrJ)状態。時，瞬目反射り多いことについ

て，統計的な差は出ても，今のところ，因果関係は説明

しえない。こり他，左右耳差， d.B.差と反射反応につ

いては，何ら関日系がない事がわかった。

次に反射反応、以外〈初期傾聴)の反応を考えてみる。

図10からわかるように，脚，足の動きり頻度が最も商

< ，次に腕，手。動き， 3番目が自の動き， 4番目が口

自動きとなっている。こ白結果を，前述した今井らの結

果と比較してみると，まばたきを反射反応ととらえ除け

反応の様相〈今井ら)図13
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